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　先日，クレヨンや色鉛筆から「肌色」が消えたという記事を目にしました。もちろん，あ
の色が消えたわけではなく，今は「うすだいだい」などと言い換えられています。多様な人
種が暮らす時代において，あの色を肌色と呼ぶのは差別的だという意見が 20年前ごろから
寄せられるようになり，筆記用具メーカーは「肌色」という名称を使わなくなったとありま
す。ただ新しい色名の浸透度は今ひとつで，「肌色」と呼んでいる小さい子供たちもまだま
だ多いとのこと。「医学の常識は保険の非常識」ならぬ，「昭和の常識は令和の非常識」を感
じた次第ですが，我々の領域でも似たような話があります。
　ノルウェー疥癬は最近では角化型疥癬と呼ぶことの方が多くなっていますが，その理由は
ノルウェーの人々に失礼ではないかとか，疫学的にノルウェーとは無関係だからだとか聞い
たことがあります。では何故，ノルウェー疥癬という用語があるかというと，日本皮膚科学
会のホームページの疥癬の解説にもありますが，ノルウェーの医師であるダニエルセンが
1848年に角化の強い重症疥癬を最初に報告したことによります。人づてに聞いた話で真偽
は不明ですが，ノルウェー疥癬という用語を用いることの是非をノルウェーの先生に聞いて
みたところ少なくとも否定的な意見はなかったとの由。考えてみれば病名に地名を伴ってい
るものはロッキー山紅斑熱，ライム病，家族性地中海熱などいくつか思い当たります。た
だ，差別につながりかねないとの指摘はあって，新型コロナウイルス感染症をチャイナウイ
ルスと連呼していた前大統領の記憶は新しいですが，ヒトの新興感染症の名称に地名や動物
名は使えないというルールが数年前から確立されているそうです。
　ソーシャルディスタンスが叫ばれていますが，実はこの用語も差別用語でありフィジカル
ディスタンスと呼ぶべきだとのメールが勤務する病院の総務部から12月初めに届きました。
ソーシャルディスタンスは社会的距離と訳されますが，体ではなく心の距離を意味し，人と
のつながりの減少により社会的孤立を生じさせる恐れがあることから，WHOが推奨する身
体的・物理的距離を意味するフィジカルディスタンスに言い換えるようにとの通知です。
色々調べてみるとソーシャルディスタンスとソーシャルディスタンシングでまた意味が違
うとの記載があり，わけが分からなくなってきます。思いを言葉で伝えることは誤解を招き
かねず，さりとてじっと瞳で訴えようものならばセクハラと受け取られかねず，とかくこの
世は住みにくい，と感じる毎日です。 （五十嵐敦之）
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